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テン酸法では測定可能であった．すべての臓器でリンタ  

ングステン酸法はUricase法，Combine法に比べ高めの  

値を示した．   

1）衛生研究所  2）千葉大学医学部第二内科  

3）日生病院内不斗  

フタル酸エステルの細胞毒性．佐二木順子，福田芳  

生：医学のあゆみ，114：912914，1980．   

フタル酸エステル（Di－nLbutylphthalate：DBP，diT2  

ethyl－hexylphthalate：DEHP）が培養細胞にどのよう  

な影響を及ぼすか検討した．毒性は，細胞生存率という  

観点から検討した．神経芽細胞（N－18）については，  

DBPで0．0125mM，DEHPで0．1mMから，肺雑＝抱  

（HmLU）については，DBPで0．025mM，DEHPで0．05  

mMから，腎細月包（RK13）については，DBPO．025mM  

から，DEHPで0．1mMから細相生存率に低下がみられ  

た．また，それぞれの細胞について50％生存率を示す濃  

度を計算した結果，N－18細胞ではDBPO．019mM，  

DEHPO．20mM，HmLU細胞では，DBPO．02mM，  

DEHPO．07mM，RK13細抱では，DBPO．047mM．  

DEHPO．135mMと，DBPについては，肺，神経芽細胞  

ともに同程度であった．一方，DEHPについては，肺細  

胞が他の細胞に比べ著しく低濃度で抑制作用を示した．  

千葉県一般住民におけるHDL－コレステロールなら  

びに尿酸値の分布とその相関．佐二木順子1），藤代良彦1），  

平井愛山2），原田哲志：基礎と臨床，14：2499－2507，  

1980．   

男性390，女性517 計907の血清脂質，尿酸値，肥満度  

を測定した．肥満度，T－C，HDL－Cは女性が男性より  

高値であった．尿酸は男性が女性よF）高値を示した．A－  

Ⅰは男女間に差がみられなかった．HDLLCは男性では  

年齢間に差は認められなかったが，女性では50歳代まで  

は年齢とともに減少傾向にあった．血清尿酸値と  

HDL－Cには負の相関が認められた．   

男性について，若年層における高尿酸血症者の占める  

割合は，成人層における高尿酸血症老の占める割合と変  

らなかったが，女性については，成人層に占める割合が，  

若年層に占める割合の約2．3倍であった．  

1）衛生研究所  

2）千葉大学医学部第二内村  

3）国立柏病院研究検査科  

カプセル中のパラオキシ安息香酸エステル類．中島慶  

子，安田敏子：衛生化学，26：326－329，1980．  

他 誌 発 表  

貯蔵肉のP即／c／／〟um ye〝〟CClざUm V∂∴ Ve′川CO5um  

による自然汚染とマイコトキシン生産性について．矢崎  

廣久，高橋治男，七山悠三：マイコトキシン，10，29－  

31，1980．   

食肉加工工場の低温風二保存されている牛肉に，多量  

の糸状菌着生を認めたので，着生菌の検索を行なったと  

ころ，」帆cor γαCe7乃0β祝β，Geoれc祝m叩．，Peれ∠c抽兢澗  

びeγγ祝COβ祝m 〃αγ．叩d叩症mなどとともに，Pe花£c∠J  

J∠むm むeγrむCOざ㍊m むαγ．むeγγむCO8て＝Ⅵ（P．Ⅴ）が分離さ  

れた．P．VについてはOchratoxinA（OC），Citrinin（CI）  

およぴPenicillicacid（PA）などのかび毒素を生産する  

菌の存在が知られているので，試料肉を採取してこれら  

マイコトキシン検出を行なうと共に，分離菌について  

種々の培養基を用いたマイコトキシン生産能試験を行  

なった．糸状菌汚染肉については，内モモから0．36ppm  

のOCおよぴ0．42ppmのCIが確認されたのをはじめ，  

腰椎1．44ppm，肩ロース0．56ppm，アバラ0．66ppmのCI  

による汚染値が検出された．PAについては，類似性の爽  

雑物によりTLC，GCのみでは判定が難しく，GCMSに  

よる確認法を用いたが，PAは検出されなかった．生産能  

は，挽き肉，チーズ，小麦，液体培地（YES）などの培  

地に接種して調べた．その結果，肉の上ではCIの産生が  

多く行なわれ，YES上でCIを，チーズ上でOCを産生す  

る菌株が存在する事を認めた．  

Method for Determination of Uric Acidin Viscera．  

Junko Sajikil），Yoshihiko Fujishirol），Aizan Hirai2），  

Masahiro Yamamoto3）and AKira Kumagai2）：Analy－  

ticalBiochemistry，104：425L431，1980．   

臓器中の尿酸測定法には未だ問題が多く，測定法によ  

る値の差が大きいのが現状である．   

そこで，これらの問題点を相補うため沈澱法とUric－  

ase法を併用する方法（Combinedmethod）を考案した．  

まず，沈澱法によト）尿酸を完全に集め，その中から尿酸  

を特異的に測定するためUricase法を過川させた．この  

方法による回収率は，リンタングステン酸法，Uricase法  

に比べより良好な結果を示した．   

さらに，Combine法を用いた鶏の臓器中炭酸値を測定   

し，Uricase法，リンタングステン酸法によr）得られた値   

と比較した．その結果，肝臓，腎臓においてはUricase法   

とほぼ等しい値が得られた．牌臓についてはUricase法  

では測定不可能であったが，Combine法，リンタングス  
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形成能が極度に抑制された．phaseIではハムスターの  

臼歯に著明なplaque形成と強い納蝕誘発がみられ，  

phaselIIでは歯牙面への定着性も悪く，殆んど節蝕誘発  

を示さなかった．またphaseIIlの共存下では，phaseI  

の定着と増殖は極度に阻害されるので殆んど鮪蝕誘発が  

みられず経過した．免穂学的，抗鮪蝕抑制効果は，抗原  

の処理方法によって効果にも差があるが，免疫群は対照  

誘発群に比してかなり抗輔蝕抑制効果がみられ，とくに  

相子免疫群は有意差を示し，免疫学的な編蝕予防の有効  

性が確認された．  

Human type及びRat type Strepococcus mutansの  

ratにおけるCariogenicityの相違について．鶴水隆1），佐  

藤喜成2），尾崎文子2）．岡臼昭五郎2），大西正男2）：日本‖ 一l  

医薬品の被包であるカプセルには防腐剤としてパラオ  

キン安息香酸エステル類（パラベン矯）が配合され，し  

ばしば服用により気管支喘息を誘発する．現在，これら  

カ7Dセル中のパラベンは，製品に対する表示義務及び製  

造承認・許可申請書への記戴義務がないためその使用実  

態は明らかでない．そこでこれら市販カプセル中のパラ  

ベン配合量の調査を行った．碩カプセル42試料，軟カプ  

セル15試料について，メチル，エチル，イソプロピル，  

n－プロピノレイソブナル，n7サルパラベンを高速液体クロマ  

トグラフィーによって定量し，さらにガスクロマトグラ  

フィーによってピークの確認を行った．パラベンの検出  

率は硬カプセル50％，軟カプセル93％であった．碩カプ  

セル中のトータルパラベン量は0．0761±0．0827％  

（Ave．±S．D．）．軟カプセル中の値は0．0578±0，0601％  

であった．これらの値を一日才寅取立に換算したところ，  

碩カプセル0．276mg，軟カプセル0．250mgであった．また，  

同一製品でありながらカプセル中のパラベン基の異なる  

製品の存在が明らかとなった．今回の調査で、カプセル  

からパラベンの配合を除くことが必要であり，かつ叶能  

であることが示唆された．  

Streptococcus mutansに関する研究．Str．mutansの  

Mutationalphase相互間の歯蝕原性因子と免疫学的抗  

頗蝕抑制効果．鶴水 隆：東邦医学会雑誌，28：48－62，  

1981．   

Str4）tOCOCCuS mutanS（human typeI）お よ ぴ  

1089（humantypeII）株よリmutagen（変異誘導物質）  

による誘発変異株（変異相，Mutationalphase）を分離  

し，これらの諸性状からphaseI（Ⅰ相）phaseII（Il  

和）およぴphaseIIl（IIl相）に大別し，特にphaseIお  

よびphaseII相互間の絹蝕原性因子と免疫学的抗絹蝕抑  

制効果を検索し，さらにphaseIおよびphaseIIの絹蝕  

原性をハムスター実験によって試み，臼歯に発生した稲  

蝕をKeyesの方法に従って評価した．   

phase Iは，強固な付着性のplaqueを形成した．  

phaseIIは殆んどが水溶性dextran様多糖物質の産生  

と，たえず変異性を示して安定性を欠きplaque形成能  

も不安定であった．phaselltは全く付着性を示さずdex－  

tran様多糖物質の産生能が欠失または低下した．phase  

IにphaselIIを共存させるとphaseIの増楓 plaque  

控衛生学会雑誌，31：59－64，1981．   

St7ゆOCOCC7LS mutanSlO449（humantypeI）とRC  

－20（rattype）株の各々からmutagenを用いた誘発  

異によって，強固な付着性のdextran様多糖体産生能の  

高いphaseIと殆んど産生能の低下欠失したphaseIIl  

を分馳し，これら4つのphaseの［1腔内定着性とCario－  

genicityをratを刷いた実験系によって検索した．   

硫酸ストレプトマイシン前処矧こより「り空内常在細菌  

叢を抑制した離乳ratを4群に分け，［川空内に8日間各  

phaseを投与し，綿飴誘発飼料（6PMV）を与えて30日  

間飼育したのち臼歯裂満都に発生した郎蝕の評価を行っ  

た．各phaseの定着率はいずれもphaseIの方が高く，  

10449株phaseIとRCr20株phaseIとの間には差は認  

められなかった．しかしrat typec7〕RC－20株の方が  

human typeの10449株よ り もratに対するCar－  

iogenicityの高いことが認められた．  

10449株ではphase Iの方がphaseIIlよ（）もCar－  

iogenicityが高かったが，RC－20株では両phase間での  

鮪触発生状態にはあまり差が認められなかった．これら  

はRC20株phase tII投与群の定着率も悪く，ratには  

rattypeのmutansが殆んど常在することが多く，これ  

らが関与しているものと考えられた．各試験群の10449株  

およぴRC－20株に対する血清中の凝集価は，ほぼ同様な  

佃であった．  

1）衛生研究所  2）東京医科歯科大学歯学部  
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